
令和 4 年

2022 4

広報 Public relations of mikawa town

あふれる笑顔 みんなが住みやすいまち ハートフルタウン

No.782
April

▶令和4年度三川町施政方針と予算
▶今年もみかわのお米で日本酒ができました
▶子ども広場〈東郷小学校〉
▶まちかど写真館
▶三川町地域包括支援センター事業のご案内
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入学おめでとう！
～これからよろしくね～

　  　横山小学校入学式（4月8日）
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令
和
４
年
度
三
川
町
施
政
方
針
の
概
要

　

日
本
の
経
済
は
、
依
然
と
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
景
気
の
持

ち
直
し
が
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
、
原
材
料

価
格
の
高
騰
に
よ
る
下
振
れ
リ
ス
ク
が
懸

念
さ
れ
る
な
ど
、
先
行
き
が
不
透
明
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本
町
で

は
、
健
全
な
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の
充

実
と
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
、

安
全
・
安
心
で
快
適
な
環
境
の
構
築
、
魅

力
あ
る
産
業
の
創
出
と
交
流
人
口
の
拡
大

を
基
本
と
し
て
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算

の
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
加
速
す
る

少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
長

期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
な
ど
、
将
来
に
つ
な
が
る
喫
緊

か
つ
重
要
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の
生
命
と
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
捉
え
、
第
４

次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将
来
像
﹁
あ
ふ
れ

る
笑
顔
み
ん
な
が
住
み
や
す
い
ま
ち

ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
み
か
わ
﹂
の
実
現
に

向
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重

視
し
、
課
題
一
つ
ひ
と
つ
に
的
確
に
対
処

し
な
が
ら
、
行
財
政
改
革
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
く
と
と
も
に
、
町
民
の
福
祉
向
上

と
町
政
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
町
議
会
３
月
定
例
会
で
、
今
年
度
の
町
政
の
基
本
と
な
る
令
和
４
年
度
施
政
方

針
を
阿
部
誠
町
長
が
示
し
、
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
４
次
三
川
町
総
合
計
画
の
２
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
引
き
続
き
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
町
、
町
民
の
健
康
と
福
祉
の
向
上
、
教

育
及
び
子
育
て
環
境
の
充
実
、
さ
ら
に
、
産
業
の
振
興
に
向
け
て
、
本
計
画
の
一

層
の
推
進
を
図
り
、
各
施
策
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
今
年
度
の
施
政
方
針
の
主
な
内
容
と
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。▲ 町議会 3月定例会で令和 ㆕ 年度

施政方針を述べる阿部町長

あふれる笑顔 みんなが住みやすいまち ハートフルタウン

令和 4年度
三川町施政方針と予算
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令和4年度三川町施政方針と予算

固定資産税
471,783

（50.7%）
町民税
356,215

（38.3%）

町たばこ税
60,000（6.4%）

軽自動車税
28,504（3.1%）

入湯税
14,000（1.5%）

歳入
 単位 : 千円
（構成比）

歳出
 単位 : 千円
（構成比）

分担金及び負担金
17,624（0.4%）

地方交付税
1,630,000
（32.7%）

国庫支出金
505,888

（10.2%）

県支出金
410,071
（8.2%）

町債
385,200 
（7.7%）

繰入金
307,135
（6.2%）

地方譲与税・交付金
243,903（4.9%）

繰越金
60,000 （1.2%）

使用料及び手数料
21,485（0.4%）

町税の
内訳

町税
930,502 
（18.7%）

財産収入
寄附金・諸収入

469,006
（9.4%）

公債費
437,289
（8.8%）

教育費
432,777
（8.7%）

土木費
427,378
（8.6%）

商工費
404,064
（8.1%）

衛生費
270,007（5.4%）

議会費
68,219（1.4%）

消防費
238,420（4.8%）

民生費
1,390,732
（27.9%）

総務費
667,170

（13.4%）
農林水産業費

630,499
（12.6%）

災害復旧費・予備費
10,025（0.2%）

労働費
4,234（0.1%）

49億8,081万4千円令和4年度
町の予算は

一般会計予算

　本町の令和4 年度一般会計予算は、49 億 8，081万4千円で、前年度に比べて2億 5，818万6千円の減額
（4．9%減）となっています。このうち、第4次三川町総合計画に基づく主要施策を進めていくための事業費と
して、前年度比13．4％減となる14億8，493万4千円を計上しました。
　次ページ以降で、今年度本町が重点的に取り組む施策を、総合計画で定めた基本目標ごとに紹介します。

○特別会計予算
国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険 農業集落排水事業 下水道事業
6億7，940万円
（1．8％増）

9，040万円
（3．6％増）

8億4，770万円
（1．9％減）

1億7，280万円
（8．1％増）

3億9，900万円
（8．0％増）
※（　）内は対前年度比

○基金の状況（令和㆕年㆒月㆒日現在）
財政調整基金 5億6，921万円
減債基金 6，277万円
教育施設整備基金 1億3，497万円
ふるさと基金 2億6，747万円
国際交流基金 1，212万円
温泉施設基金 2，532万円
リーディングファーマーズ銀行基金 261万円
森林環境譲与税基金 91万円

○令和㆕年度への繰越明許事業の内容
電子自治体推進事業（転入出手続きワン
ストップ化事業） 242万円

住民税非課税世帯等に対する臨時
特別給付金給付事業 505万円

農地費（沖堰排水機場補修工事） 99万円
小学校管理費（特別教室空調設置工事） 750万円

前年度比
4.9%減

○一般会計予算
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地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

今
年
度
か
ら
始
ま
る
﹁
第
４
期
三
川
町

地
域
福
祉
計
画
﹂
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉

協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
を
総
合

的
、
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と

相
談
・
支
援
体
制
の
充
実

　

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

つ
い
て
、
感
染
状
況
に
応
じ
た
適
切
、
か

つ
迅
速
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
早
期
接
種
完
了
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
困
窮
に
よ
る
相
談
が
増
加

し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
談
者
の
自

立
に
向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

地
域
防
災
力
の
強
化

　

近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
各
関
係
機
関
等
と
の
情
報
共
有
、

連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
総
合
防
災

訓
練
の
実
施
や
町
内
会
自
主
防
災
会
の
支

援
な
ど
に
よ
り
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
活
動
で
は
、
担
い
手
不
足

の
解
消
を
目
的
と
し
た
消
防
団
員
の
処
遇

等
に
関
し
て
見
直
し
を
行
い
、
消
防
団
活

動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で

　
　
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

基本目標❷
ZoomUpZoomUp

⃝健康福祉
⃝社会保障
⃝防災

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

　

出
産
祝
金
の
支
給
、
中
学
生
ま
で
の
入

院
・
通
院
医
療
費
の
完
全
無
料
化
、
保
育

料
の
段
階
的
無
償
化
を
継
続
し
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ

目
の
な
い
支
援
の
拡
充

　

母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
産
後

ケ
ア
事
業
を
通
し
、
包
括
的
な
相
談
、
支

援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

多
様
な
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応

　

民
間
と
公
立
の
３
園
で
の
連
携
を
図
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
保
育
・
幼

児
教
育
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
学
童
保
育
所
の
運
営
支
援
に
よ
り
、
多

様
な
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
教
育

　

昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
児
童
生
徒
１
人

に
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た

学
習
と
、
一
人
ひ
と
り
の
理
解
や
能
力
・

適
正
に
合
わ
せ
た
個
別
最
適
な
学
び
の
指

導
体
制
を
整
え
て
、
教
育
の
質
の
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

　

町
内
の
小
・
中
学
校
全
校
に
設
置
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
地
域
の

方
々
の
協
力
の
も
と
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て

　
　
活
躍
で
き
る
人
を
育
む
ま
ち

基本目標❶
ZoomUpZoomUp

⃝子育て
⃝学校教育
⃝社会教育

あふれる笑顔 みんなが住みやすいまち ハートフルタウン

主な事業と予算
▶ 小学校・中学校教育振興費・

教育機器等整備事業
…………………　3，2㆒㆕万円

▶ 子育て支援医療給付事業
…………………　2，⓼⓼2万円

▶ 学童保育支援事業
…………………　2，㆕⓽⓺万円

▶ 子育て支援センター事業
…………………　2，0柒⓺万円

▲小学校・中学校で進むICT教育

主な事業と予算
▶ 常備消防事務委託事業

………………… 2億㆒柒⓽万円
▶社会福祉法人等支援事業

…………………　2，303万円
▶公共施設等長寿命化対策事業

…………………　2，0㆒3万円
▶健康増進事業

…………………　㆒，5柒⓽万円
▶消防ポンプ整備事業

…………………　　柒2㆕万円

▲ 新型コロナワクチンの追加（3回目）接種
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令和4年度三川町施政方針と予算

桜
木
地
区
の
早
期
宅
地
造
成

　

定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
す
桜
木
地
区

住
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
周
辺
地
域

の
排
水
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
早
期
の
造

成
を
目
指
し
ま
す
。

住
ま
い
づ
く
り
へ
の
支
援

　

多
様
な
住
宅
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
活

環
境
の
形
成
を
推
進
す
る
た
め
、
住
宅
取

得
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
に
対
す
る

支
援
に
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

町
民
や
町
内
会
、
事
業
所
等
の
公
益
的

な
活
動
の
支
援
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
を
活
用
し
、
的
確
な
行
政
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
方
々
の
積
極
的

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
と
提
言
等
の
機

会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

町
民
の
利
便
性
向
上
へ

　

国
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、
本

町
に
お
い
て
も
、
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
時
機

を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
行
政
事
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
、
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

進
め
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
と
と
も
に
、

事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

未
来
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
継
続
し
発
展
す
る
ま
ち

基本目標❹
ZoomUpZoomUp

⃝住環境整備
⃝町民参画
⃝行財政改革

農
業
所
得
の
向
上
を
推
進

　

農
業
所
得
の
向
上
に
主
眼
を
置
い
た
振

興
策
を
再
構
築
し
、
引
き
続
き
、
こ
だ
わ

り
の
米
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

園
芸
作
物
等
に
よ
る
所
得
の
獲
得
と
と
も

に
、
土
づ
く
り
の
支
援
を
一
体
的
に
推
進

し
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化

　

今
年
度
も
地
域
通
貨
﹁
菜
の
Ｃ
ａ
﹂
の

発
行
事
業
を
出
羽
商
工
会
と
連
携
し
て
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
中
小
企
業
に
対
す

る
利
子
補
給
や
、
町
外
で
就
学
し
て
い
る

学
生
へ
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

観
光
協
会
や
み
か
わ
振
興
公
社
と
の
連
携

　

例
年
開
催
し
て
い
る
季
節
ご
と
の
イ
ベ

ン
ト
等
を
、
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
感
染

症
対
策
を
万
全
に
し
て
で
き
る
限
り
開
催

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
賑
わ
い
の
創
出
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
協
会
や
、
い
ろ
り
火
の
里

施
設
を
運
営
す
る
㈱
み
か
わ
振
興
公
社
等

と
の
連
携
、
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
本
町
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
、
多
面
的
な
誘
客
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

創
造
力
に
あ
ふ
れ

　
　
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

基本目標❸
ZoomUpZoomUp

⃝産業振興
⃝観光振興
⃝地域交流

主な事業と予算
▶ 土地改良施設整備事業

……………… 2億3，⓼55万円
▶中小企業等振興支援事業

…………………　柒，5㆕⓼万円
▶いろり火の里推進事業

…………………　5，㆕㆒0万円
▶地域農業担い手育成推進事業

…………………　2，0㆒2万円
▶新農業所得構造改革推進事業

…………………　　⓽㆕⓽万円

▲三川町地域通貨「菜のCa」

主な事業と予算
▶ 廃棄物処理事業

……………… ㆒億3，33⓺万円
▶電子自治体推進事業

…………………　5，⓽⓽柒万円
▶雨水対策推進事業

…………………　5，㆒㆒5万円
▶かわまちづくり整備事業

…………………　2，㆒⓽2万円
▶地域づくり活動推進事業

…………………　㆒，0⓺5万円

▲早期造成を目指すテオトル東側の桜木地区



㈱渡會本店 
代表取締役社長

渡會　俊仁さん

春
限
定
生
詰
め
酒
は

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味
わ
い
を
楽
し
ん
で

　

今
回
の
Ｉ
Ｇ
Ｏ
は
、
こ
れ
ま
で
の

作
り
方
﹁
生き

も
と酛

づ
く
り
﹂
か
ら
﹁
速そ

く

醸じ
ょ
う﹂

に
変
え
て
製
造
し
ま
し
た
。
ま

た
、
精
米
歩
合
を
70
％
か
ら
60
％
に

し
た
ほ
か
、
酵
母
も
従
来
と
は
違
う

も
の
を
使
用
し
ま
し
た
。
生
酛
づ
く

り
で
製
造
し
た
イ
号
彌
太
右
衛
門
は
、

酸
味
や
コ
ク
が
特
徴
で
あ
る
の
に
対

し
、
速
醸
で
製
造
し
た
Ｉ
Ｇ
Ｏ
は
、

フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
す
っ
き
り
と
し
た

味
わ
い
と
香
り
が
特
徴
で
す
。

　

先
行
発
売
し
た
生
原
酒
は
、
爽
や

か
な
味
わ
い
だ
と
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
発
売
中
で
、

ア
ル
コ
ー
ル
分
を
飲
み
や
す
く
調
整

し
た
生
詰
め
酒
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

味
わ
い
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

三
川
町
産
の
米
を
使
っ
た
新
し
い

Ｉ
Ｇ
Ｏ
を
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
か

ら
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

▲リニューアルに伴いラベルも一新。
　ピンク色のラベルが目印です。

IGO特別純米酒
製　造：渡會本店（鶴岡市）
原料米：イ号（三川町産）
精米歩合：⓺0％
アルコール度数：㆒5度
発売数：2，000本

イ号生産者
大瀧　浩幹さん

新しいIGOをぜひ
味わってください

3月
発売

₆

醸
造
方
法
を
変
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

「
イ
号
彌
太
衛
門
」改
め「
Ｉイ

ゴ

ウ
Ｇ
Ｏ
」

　

平
成
31
年
４
月
に
誕
生
し
た
﹁
イ
号
彌

太
右
衛
門
﹂
は
、
明
治
時
代
に
本
町
で
育

種
さ
れ
た
水
稲
品
種
﹁
イ
号
﹂
を
約
80
年

ぶ
り
に
作
付
け
し
、
生き

も
と酛

づ
く
り
で
醸
造

し
た
日
本
酒
で
す
。

　

イ
号
を
使
っ
た
日
本
酒
づ
く
り
は
、
本

町
に
縁
の
あ
る
イ
号
を
復
活
さ
せ
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
日
本
酒
を
作
る
と
い
う
﹁
い

に
し
え
の
ロ
マ
ン
﹂
を
求
め
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
３
年
間
に
わ

た
っ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

４
年
目
の
今
回
は
、
よ
り
多
く
の
方
か

ら
﹁
イ
号
﹂
の
名
前
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
名
称
を
﹁
Ｉ
Ｇ
Ｏ
﹂
に
改
め
、
こ
れ

ま
で
と
は
異
な
る
醸
造
方
法
を
取
り
入
れ

て
、
製
造
し
ま
し
た
。

　

原
料
米
の
イ
号
は
、
引
き
続
き
町
内
の

農
業
・
大
瀧
浩
幹
さ
ん
（
東
沼
）
が
栽
培

し
、
日
本
酒
の
製
造
は
鶴
岡
市
大
山
の
酒

造
会
社
㈱
渡
會
本
店
が
行
い
ま
し
た
。

新
し
い「
Ｉ
Ｇ
Ｏ
」は
好
評
発
売
中

　

令
和
３
年
産
の
イ
号
を
使
用
し
た
﹁
Ｉ

Ｇ
Ｏ
﹂
は
、
１
月
に
生
原
酒
を
３
０
０
本

限
定
で
先
行
発
売
し
、
現
在
は
、
生
詰
め

酒
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

　本町の「田からもの逸品開発事業」を活用し、㆕年前から行われている三川町オリジナルの日本酒づくり。
　今年も、昨秋に収穫した本町産米を使用した新酒が完成しました。今年は、より多くの方々に好まれる日
本酒となるよう、従来とは一味違うお酒に仕上げました。ここでは、今年発売の日本酒について紹介します。

今年も
みかわのお米で
日本酒ができました

味わい
一新！



㈱オードヴィ庄内
常務

佐藤　宅真さん

▲ 穂のかおりは熊田浩弥さん（東沼）が栽培した
山形⓽5号を使用

▲ANA SHONAI BLUE Ambassador
　 ANAの客室乗務員5人が庄内に移住し、庄内を元気に

するために日々活動中。活動の様子はSNS「庄内暮ら
し」で 検索

穂のかおり純米大吟醸
製　造：オードヴィ庄内（酒田市）
原料米：山形⓽5号（三川町産）
精米歩合：50％
アルコール度数：㆒㆕～㆒5度（予定）
発売数：⓼00本

5月
発売予定

ANA SHONAI BLUE Ambassador
坂本　里帆さん　　切江　沙也香さん

私たちの意見を取り入れて
もらいました

₇ 2022.4.15

よ
り
す
っ
き
り
と
し
た
味
わ
い
に

　

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
方
々
か
ら
は
、

﹁
純
米
大
吟
醸
な
ら
で
は
の
香
り
は

残
し
つ
つ
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を
抑

え
て
す
っ
き
り
と
し
た
お
酒
﹂
が
良

い
の
で
は
、
と
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

日
本
酒
の
香
り
と
す
っ
き
り
感
は

本
来
真
逆
の
方
向
性
で
あ
り
、
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
の
方
々
の
意
見
を
ど
う
取

り
入
れ
る
か
悩
み
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
酵
母
や
麹
を
変
え
た
こ
と
で
、

香
り
は
残
し
つ
つ
も
、
ア
ル
コ
ー
ル

度
数
を
１
～
２
度
ほ
ど
抑
え
た
飲
み

や
す
い
酒
に
仕
上
が
り
そ
う
で
す
。

完
成
は
５
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
発
売
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。

　

本
紙
で
紹
介
し
た
２
つ
の
日
本
酒
は
、

庄
内
地
域
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ

ま
す
。

○
問
合
せ
先　

三
川
町
観
光
協
会

☎
66
―
４
６
５
６

女
性
に
も
好
ま
れ
る
日
本
酒
へ

「
穂
の
か
お
り
純
米
大
吟
醸
」

　

昨
年
度
デ
ビ
ュ
ー
し
た
﹁
穂
の
か
お
り

純
米
大
吟
醸
﹂
は
、
食
用
米
の
﹁
山
形
95

号
﹂
を
使
用
し
た
日
本
酒
で
す
。

　

純
米
大
吟
醸
と
い
う
高
級
感
が
あ
り
な

が
ら
も
、
お
手
頃
な
価
格
帯
で
、
幅
広
い

世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

特
に
﹁
女
性
か
ら
も
気
軽
に
飲
ん
で
も
ら

い
た
い
お
酒
﹂
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が

16
度
と
や
や
高
く
、
も
う
少
し
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
を
抑
え
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
声

も
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
新
酒
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、

女
性
目
線
を
大
事
に
し
て
日
本
酒
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

Ａエ
イ
エ
ヌ
エ
ー

Ｎ
Ａ
Ｓシ

ョ

ウ

ナ

イ

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｂブ

ル

ー

Ｌ
Ｕ
Ｅ

Ａア

ン

バ

サ

ダ

ー

ｍ
ｂａｓｓａ
ｄｏｒ
監
修
で

女
性
好
み
の
日
本
酒
に

　

新
酒
づ
く
り
で
は
、
全
日
空
（
Ａ
Ｎ

Ａ
）
グ
ル
ー
プ
の
地
域
創
生
事
業
と
し
て
、

庄
内
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｂ

Ｌ
Ｕ
Ｅ
Ａ
ｍ
ｂ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｄ
ｏ
ｒ
の
５

人
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

５
人
は
、
新
酒
の
仕
込
み
を
前
に
、
醸

造
を
担
う
オ
ー
ド
ヴ
ィ
庄
内
の
主
力
銘
柄

﹁
清き

よ
い
ず
み
が
わ

泉
川
﹂
な
ど
約
10
種
類
の
お
酒
を
飲

み
比
べ
、﹁
女
性
に
好
ま
れ
る
お
酒
と
は

ど
ん
な
も
の
か
﹂
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

本
年
産
の
﹁
穂
の
か
お
り
純
米
大
吟

醸
﹂
は
、
客
室
乗
務
員
と
し
て
全
国
を
飛

び
回
り
、
各
地
の
食
べ
物
や
お
酒
の
味
を

知
る
５
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

女
性
が
好
む
日
本
酒
の
﹁
味
﹂
や
﹁
香

り
﹂
な
ど
を
追
求
し
な
が
ら
作
ら
れ
た
日

本
酒
で
す
。



町長コラム
「誠・心・誠・意」

「
優
し
く
、
賢
く
、
逞
し
い
東
郷
っ
子
」Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
機
器
を
活
用
し
て

　

全
国
的
に
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」に
基
づ
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」に
基
づ
く
教
育
は
、
本
町
で
も
令
和
３
年
度
か
ら
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
鉛
筆
や

ノ
ー
ト
に
並
ぶ『
新
し
い
文
房
具
』と
し
て
、
日
常
的
に
、
効
果
的
に
授
業
で
活
用
し
よ

う
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

を
活
用
し
た
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

東
郷
小
学
校
で
は
、
学
校
研
究
主
題「
主
体
的
に
活
動

し
、
学
び
続
け
る
子
ど
も
の
育
成
」を
軸
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は

そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

☆
全
校
で
実
践
し
て
い
る
こ
と

・
算
数
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使
用
す
る
。

・
二
次
元
コ
ー
ド
機
能
で
教
科
書
や
動
画
教
材
の
サ
イ
ト

を
活
用
し
た
授
業
を
行
う
。

・
カ
メ
ラ
撮
影
や
ス
キ
ャ
ン
し
た
教
材
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
拡
大
提
示
し
た
指
導
方
法
を
取
り
入
れ
る
。

☆
低
学
年
で
実
践
し
て
い
る
こ
と

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
収
集
し
、
見
つ
け
た
情
報
を
提

示
す
る
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
を
行
う
。

・
生
活
科
の
観
察
・
図
工
作
品
の
作
成
記
録
等
を
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
て
児
童
が
デ
ー
タ
を
提
出
す
る
。

・
国
語「
お
お
き
な
か
ぶ
」で
音
読
劇
の
動
画
を
撮
影
し
、

鑑
賞
し
て
音
読
や
動
き
を
改
善
す
る
。

・
国
語「
生
き
も
の
ク
イ
ズ
を
作
ろ
う
」の
児
童
作
品
を
カ

東郷小学校
より

３
回
目
接
種
・
小
児
接
種
を
ス
タ
ー
ト

　

３
月
21
日
㈪
以
降
、
本
町
で
も
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
の
集
団
接

種
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
私
も
３
回

目
接
種
を
済
ま
せ
、
２
、
３
日
ほ
ど
接
種

部
位
の
痛
み
が
続
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

外
の
副
反
応
は
表
れ
ず
、
体
調
に
は
問
題

な
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

３
回
目
接
種
は
、
全
国
的
に
は
す
で
に

４
割
近
く
の
方
が
接
種
を
完
了
し
て
お
り
、

本
町
で
は
や
や
遅
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
た
対
応
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
で
は
、
今

後
も
２
回
目
接
種
後
６
カ
月
を
経
過
す
る

方
に
、
随
時
集
団
接
種
を
実
施
す
る
予
定

で
す
の
で
、
接
種
の
ご
検
討
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

１
月
か
ら
続
く
感
染
拡
大
の
第
６
波
は
、

３
回
目
接
種
の
効
果
も
あ
っ
て
か
全
国
的

に
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
。
県
内
で
も
、
１
日
あ
た
り
の
新
規
感

染
者
数
が
３
桁
と
な
る
状
況
が
続
き
、
一

時
、
３
０
０
人
台
と
な
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
現
在
進
め
て
い
る
３
回

目
接
種
に
加
え
、新
た
に
接
種
対
象
と
な
っ

た
５
～
11
歳
の
子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
（
小
児
接
種
）
は
、
感
染
者
の
さ
ら
な

る
減
少
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
と
、

そ
の
効
果
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
特
に
第

６
波
で
は
、
こ
れ
ま
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
感
染
が
要
因
と
な
り
、
施
設
内
や
家
庭

内
で
感
染
が
拡
大
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、

５
～
11
歳
の
子
ど
も
に
は
積
極
的
な
接
種

を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
12
歳
以
上
の
方
へ
の
接
種
と
同
様
に
、

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
安
全
性
が
確
認
さ

れ
て
い
る
一
方
で
、
副
反
応
が
表
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

基
礎
疾
患
の
あ
る
お
子
さ
ま
等
、
重
症

化
リ
ス
ク
の
あ
る
方
は
、
主
治
医
と
相
談

の
上
、
ま
た
、
そ
う
で
な
い
方
も
発
症
予

防
効
果
の
メ
リ
ッ
ト
と
副
反
応
の
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ま
と
保
護
者

の
双
方
が
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▲3回目接種（町の集団接種）の様子

₈



三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

メ
ラ
で
撮
影
し
て
拡
大
提
示
す
る
。

・
算
数
の
授
業
で「
も
の
さ
し
を
使
っ
た
直
線
の
引
き
方
」

を
、
動
画
を
見
せ
な
が
ら
指
導
す
る
。

・
生
活
科
で
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
外
の

草
花
・
虫
を
見
つ
け
な
が
ら
活
動
す
る
。

☆
中
学
年
で
実
践
し
て
い
る
こ
と

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
を
行
う
。

・
発
表
ノ
ー
ト
で
理
科
の
観
察
の
課
題
を
児
童
に
配
布
し
、

児
童
が
記
入
後
に
先
生
に
提
出
。
回
収
し
た
作
品
は
拡

大
提
示
し
て
、
ク
ラ
ス
の
児
童
全
員
と
観
察
シ
ー
ト
に
つ

い
て
話
し
合
う
。

・
図
工
の
作
品
や
総
合
の
調
べ
活
動
の
メ
モ
な
ど
を
児
童

が
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
デ
ー
タ
を
先
生
に
提
出
。
回
収

し
た
作
品
は
拡
大
提
示
し
て
、
ク
ラ
ス
の
児
童
全
員
と

作
品
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
。

・
児
童
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
交
通
安
全
ク
イ
ズ
等
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
学
習
す
る
。

・
道
徳
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
用
い
て
、
教
材
文
や
挿
絵

を
提
示
す
る
。

☆
高
学
年
で
実
践
し
て
い
る
こ
と

・
動
画
視
聴
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
情
報
を
収
集

・
外
国
語
活
動
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
の
課
題
を
児
童
に
配
布
し
、
児
童

が
作
成
後
に
先
生
に
提
出
。
回
収
し
た
作
品
は
拡
大
提
示
し
て
、
ク
ラ
ス
で
英
語
ス

ピ
ー
チ
会
を
実
施
す
る
。

・
家
庭
科
の
作
品
を
カ
メ
ラ
で
児
童
が
撮
影
し
、
先
生
に
提
出
。
回
収
し
た
作
品
は
拡

大
提
示
し
て
、
ク
ラ
ス
の
児
童
全
員
と
作
品
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
。

　

現
在
で
は
、
端
末
の
入
力
や
操
作
な
ど
、
低
学
年
の
児
童
も
ス
ム
ー
ズ
に
使
い
こ
な

す
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
適
応
力
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
教

育
の「
方
法
」で
あ
り
、「
目
標
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
、

よ
り
効
果
的
に
効
率
よ
く
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。
端
末
の
操
作
だ
け
を
行
い
、
本
来

の
読
み
書
き
や
計
算
な
ど
を
軽
ん
じ
る
よ
う
で
は
本
末
転
倒
で
す
。
身
に
付
け
た
い
力

を
明
確
に
持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

俳
　
壇

い
に
し
え
の
挫
折
だ
ら
け
の
北
京
パ
ラ

斎
藤　
　

優

冬
霧
の
静
か
さ
深
く
包
ま
れ
る

小
林　
　

裕

一
陣
を
追
い
か
け
二
羽
の
鳥
帰
る

庄
野
す
み
れ

鳥
海
山
私
に
と
っ
て
は
宝
物

土
田　
　

秀

薄
日
差
す
い
ま
だ
惑
へ
る
四
温
か
な

春
山　

夏
海

春
風
や
村
の
人
み
な
家
の
中

菅
原　

武
雄

熟
寝
し
て
障
子
明
け
た
り
弥
生
か
な

佐
藤　

誠
爾

か
さ
こ
そ
と
二
月
の
空
も
去
り
に
け
り

佐
藤　
　

頴

久
々
に
内だ

い
り裏

び
な
だ
け
飾
り
を
へ

飯
野　

藤
子

歌
　
壇

雪
ど
け
の
進
み
て
ま
じ
か
春
彼
岸
一
冬
ぶ
り
に
墓
石
を
拭
き
ぬ

齋
藤　

久
繁

人
は
み
な
お
先
祖
守
り
生
き
て
来
し
心
清
し
く
彼
岸
に
詣
ず

前
田
キ
ヌ
エ

春
彼
岸
両
親
祖
父
母
に
逢
い
に
い
く
供
花
た
ず
さ
え
お
墓
に
詣
づ

土
田　
　

秀

骨
折
し
通
院
す
る
も
仰
向
け
で
目
に
す
る
景
色
雲
と
揺
れ
る
木
々

佐
藤　

博
政

春
彼
岸
花
を
供
へ
し
人
の
あ
り
ど
こ
ぞ
の
人
か
と
泉
下
に
聞
け
り

五
十
嵐
松
男

諸
人
の
信
仰
あ
つ
き
鳥
海
山
幸
あ
れ
か
し
と
山
影
拝
む

齋
藤
与
次
雄

ほ
の
紅
く
花
の
兆
し
の
満
ち
み
ち
て
啓
翁
桜
の
律
儀
に
咲
き
ぬ

佐
藤　
　

頴
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※
前
回
掲
載
の
１
作
品
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　

光
の
春
南
の
窓
開
け
放
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
野
す
み
れ
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　本町ではこのたび、三川町消防団第3分団第3
部第1班（土口）に配置している小型動力ポンプ
付積載車を更新し、3月19日㈯に役場で引渡式
を行いました。式では、土口町内会長の芳賀修
一さんが「今回の更新を町内会一同、大変喜んで
いる」と謝辞を述べ、部長の奥泉裕幸さんにレプ
リカキーが手渡されました。
　本町では、今後も導入から年数が経過した消
防車両を計画的に更新し、消防防災力の強化を
図っていきます。

　3月9日㈬、航空自衛隊「ブルーインパルス」の隊長
を務める遠渡祐樹さん（本町出身）が、同部隊で最後
の飛行訓練を行いました。訓練では基地上空を約40
分間飛行した後、仲間からの感謝と新天地での活躍
を祈念した航空自衛隊伝統の「水かけの儀式」が行わ

れ、他の隊員からの労いを受けていました。
　　遠渡さんは、「最高の思い出になり

ました。これからもブルーインパルス
をよろしくお願いします」と話して
いました。

　3月22日㈫、県内で特においしい「つや姫」「雪
若丸」「はえぬき」の生産者を表彰する「山形おい
しさ極める！米づくりプロジェクト食味コン
クール」の表彰式が県庁で行われ、雪若丸の部で
㈱青山農場（青山）が優良賞を受賞しました。
　同社代表取締役の五十嵐晃樹さんは、「自分た
ちが作った米のおいしさが認められてうれしい。
肥料代の高騰などで米づくりの環境は厳しく
なっているが、今後もおいしい米づくりを通し
て三川町をPRしていきたい」と話していました。

3/19
(土)

　3月16日㈬から17日㈭にかけて、町内の小・中学校
で卒業式が行われました。
　66人が卒業する三川中学校の卒業式では、小関明校
長から卒業生一人ひとりに卒業証書が手渡されました。
また、卒業生代表の片桐愛夢さんが別れのことばとし
て「行事、生徒会活動、部活など中学校生活の
全てが良い思い出になりました。私たち
を育ててくれた全ての方々に感謝しま
す」と、先生、保護者、在校生、地域
の方々に感謝の気持ちを伝えました。

3/9
(水)

県内の「おいしい米」の生産者を表彰

㈱青山農場の雪若丸が
優良賞を受賞

3/22
(火)

3/16
(水)

学び舎を巣立つ

町内小 ・中学校で
卒業式

れ、他の隊員からの労いを受けていました。
　　遠渡さんは、「最高の思い出になり

ました。これからもブルーインパルス
をよろしくお願いします」と話して

て「行事、生徒会活動、部活など中学校生活の
全てが良い思い出になりました。私たち
を育ててくれた全ての方々に感謝しま

㈱青山農場の雪若丸が

まちかど
写真館 三川町消防団第3分団第3部第1班

土口町内会の消防積載車が
新しくなりました

任期を終えて新天地へ

遠渡祐樹さんブルーインパルスで
ラストフライト

まちかど写真館
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【ごみ収集量実績】
3月収集量

R3年度（R2年度） 対前年度増加率
も  や  す  ご  み 118.60t（134.47t） ▲11.80％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル 	 5.45t　（4.60t） 18.48％
び ん ・ 缶 	 6.37t　（4.50t） 41.56％
金 属 ・ そ の 他 	 2.50t　（3.40t） ▲26.47％
廃 蛍 光 管 ・ 廃 乾 電 池 等 	 0.00t　（0.18t）▲100.00％

合　　　計 132.92t（147.15t） ▲9.67％
○問合せ先　役場建設環境課 環境整備係　☎35－7036

【今月のテーマ】
悪徳業者に気を付けてみかわ環境つうしん

Mikawa Environment Newsletter

　「不用品を無料で回収します」などと書かれたチラシを各家庭の
郵便受けに入れ、廃家電や粗大ごみなどの不用品を回収する業者
がいます。
　このような業者に、無料と思い不用品の回収を依頼したところ、
後で高額な料金を請求されたり、回収された不用品が不法投棄さ
れたりするトラブルが全国的に発生しています。
　家庭から排出された不用品を収集運搬するには、三川町の一般
廃棄物収集運搬業の許可が必要です。収集運搬を依頼する場合は、
無許可の業者を利用せず、以下の業者に依頼してください。

■
鶴
岡
市

由
良
海
洋
釣
り
堀
オ
ー
プ
ン

○�

期　

間　

４
月
23
日
㈯
～
10
月
16
日
㈰

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み
）

○
時　

間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○�

料　

金　
大
人
１
，
２
０
０
円
、
中
学
生

以
下
６
０
０
円
（
入
場
の
み
は
１
０
０
円
）

○
問
合
せ
先　

由
良
海
洋
釣
り
堀　

	

☎
73
―
２
６
６
６

■
酒
田
市

第
42
回
酒
田
日
和
山
桜
ま
つ
り

○
期　

間　

４
月
17
日
㈰
ま
で

○�

会　

場　
日
和
山
公
園（
酒
田
市
南
新
町
）

○�
駐
車
場　

日
和
山
公
園
第
１
～
３
駐
車

場
、
酒
田
港
本
港
東
ふ
頭
駐
車
場

○�

内　

容　

千
石
船
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
（
午
後
９
時
ま
で
）、

露
店
の
出
店

※�

公
園
内
で
の
火
気
使
用
、
飲
酒
・
宴
会

は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

○�

問
合
せ
先　

酒
田
市
交
流
観
光
課 

観

光
戦
略
係

	

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
５
９

■
庄
内
町

カ
ー
ト
ソ
レ
イ
ユ
最
上
川
へ
遊
び
に
出
か

け
よ
う
！「
春
の
フ
ァ
ン
感
謝
ウ
ィ
ー
ク
」

　
庄
内
町
に
お
住
ま
い
の
方
以
外
も
、
期
間

中
は
お
得
な
町
民
料
金
で
利
用
で
き
ま
す（
対

象
カ
ー
ト
：
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ト
、
レ
ジ
ャ
ー

カ
ー
ト
。
コ
ー
ス
占
用
の
場
合
を
除
く
）。

○
期　

間　

４
月
16
日
㈯
～
24
日
㈰

○
時　

間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○�

問
合
せ
先　

カ
ー
ト
ソ
レ
イ
ユ
最
上
川

（
庄
内
町
連
枝
字
新
割
）

	

☎
０
２
３
４
―
42
―
２
２
８
２

■
遊
佐
町

鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾

　

し
ら
い
自
然
館
周
辺
で
、
春
の
山
野
草

を
探
し
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
。
そ
の
後
、

打
ち
た
て
茹
で
た
て
の
金
俣
そ
ば
と
、
山

野
草
の
天
ぷ
ら
を
い
た
だ
き
ま
す
。

○�

日　

時　

５
月
14
日
㈯　

午
前
10
時　

～
午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）

○
定　

員　

15
人

○�

参
加
費　

２
，
２
０
０
円
（
保
険
料
、

食
事
代
含
む
）

○�

会
場
・
問
合
せ
先　

し
ら
い
自
然
館

（
遊
佐
町
白
井
新
田
）

	

☎
０
２
３
４
―
72
―
２
０
６
９

三川町の「一般廃棄物収集運搬業の許
可」を受けていない業者には、回収を依
頼しないでください

依頼は三川町一般廃棄物収集運搬業許可業者へ

業　者　名 電話番号
（0235）

粗大
ごみ

特定
家電

㈲朝日環境衛生 53－2811 〇
ウィズ環境㈱ 35－3569 〇 〇
㈲大滝商店 22－1889 〇 〇
㈱環境管理センター 25－0801 〇 〇
㈱管理システム 57－3225 〇 〇
㈱庄交コーポレーション 25－1380 〇
東北イートップ㈱ 64－5785 〇 〇
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三川町地域包括支援センター事業のご案内
　ここでは、三川町地域包括支援センターで行っている認知症に関する2つの事業を紹介します。

専門員がサポートします 

認知症初期集中支援チームの訪問
　この事業は、委託医療機関である三川病院の医師、看護師、精神保健福祉士等でチームを設置し、チー
ム員による訪問や継続的なサポートを行います。認知症になっても早期診断・早期対応することで、住み慣
れた地域で、できるだけその人らしく生活できるよう、本人やその家族に支援を行うものです。
　専門職のチームによる支援で、適切な医療や介護サービスの利用につながるまでの支援となります。利用
料は無料です。困ったことについては気軽にご相談ください。
内　容
　認知症の知識を持つ専門員が認知症または認知症が疑われる方の自宅を訪問し、専門医療機関の受診、
介護サービスに関する説明や利用支援、認知症の状態に応じた助言等を行います。期間は、医療や介護サー
ビスによる安定的な支援に移行するまでの間で、概ね6カ月以内とします。
○自宅への訪問
　町の地域包括支援センターから連絡を受けた三川病院のチーム員2人が自宅を訪問し、本人や家族から認
知症の症状や困っていること等についてお聞きします。
○支援方針に沿ったサポート（継続訪問）
　初回訪問の結果をもとに支援方針を決定し、本人の症状や家族の状況にあった継続的な支援を行います。
対象となる方
　自宅で生活している40歳以上の方で認知症または認知症が疑われる方で、次のいずれかに該当する方
　①医療サービス、介護サービスを受けていない方、または中断している方
　・認知症の臨床診断を受けていない、または中断している
　・継続的な医療サービスを受けていない
　・適切な介護サービスに結びついていない
　②�医療サービス、介護サービスは受けているが、認知症による症状が強く、

どのように対応してよいのか困っている方

正しく認知症を学ぼう 

認知症サポーター養成講座
　認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し、認知症
の方や家族を温かく見守る応援者のことです。
　本町でも、認知症を正しく知ってもらうために認知症サ
ポーター養成講座を実施しており、受講を希望する団体等
を募集しています。講座は、町内会での健康まつりやサロン、
小学校の授業などの機会に開催しています。　
　身近なグループで認知症について一緒に学び、理解を深
めましょう。
○開催時期　5月～令和5年3月
○時　　間　約1時間～1時間半
○内　　容　�「認知症とは」「認知症の方への接し方」など

の講話、寸劇・紙芝居等による説明
○問合せ先　三川町地域包括支援センター（役場健康福祉課内）　☎35－7031
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
紹
介

　

長
年
に
わ
た
り
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
を
務
め
ら
れ
た
阿
部
昇
さ

ん
（
横
山
中
）
が
任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
、

３
月
25
日
か
ら
新
た
に
佐
藤
由
一
さ
ん

（
土
口
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

○
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
35
―
７
０
０
９

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）納
税

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

４
月
中
旬
に
今
年
度
の
軽
自
動
車
税（
種

別
割
）
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
期
限
内
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
車
両

軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車

◆
税
の
口
座
振
替

税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
役
場
町
民
課
ま

た
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
手
続
き
で

き
ま
す
。

◆
口
座
振
替
の
方
の
納
税
証
明
書

５
月
中
旬
に
納
税
証
明
書
を
郵
送
し
ま

す
。
送
付
前
に
車
検
等
で
納
税
証
明
書

が
必
要
な
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課
税
務
係

☎
35
―
７
０
２
６

運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業

の
お
知
ら
せ

　

運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方
が
、
体
力
や

視
力
の
低
下
な
ど
の
理
由
で
自
主
的
に
運

転
免
許
を
返
納
し
た
場
合
、
本
町
で
は
、

次
の
と
お
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
方
は
、
役
場
総
務
課
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

○
対
象
者　

全
て
の
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
町
民
の
方
（
運
転
免
許
証
の

有
効
期
限
が
過
ぎ
て
失
効
し
た
場
合
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

○
支
援
内
容

①
田
田
入
浴
回
数
券
（
12
回
分
）
ま
た
は
観

光
協
会
味
だ
よ
り
（
１
回
分
）
の
贈
呈

②
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数
料
の
負
担

○
申
込
み
に
必
要
な
も
の

申
請
に
よ
る
運
転
免
許
証
の
取
消
通
知
書

（
①
②
）、
運
転
経
歴
証
明
書
（
②
の
み
）、

振
込
用
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
（
②
の
み
）

○
申
込
み
期
限　

全
て
の
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
後
１
年
以
内

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課

危
機
管
理
係

☎
35
―
７
０
１
０

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
ん
で
ん
号

の
ご
利
用
案
内

　

高
齢
者
等
の
町
内
で
の
移
動
手
段
を
確

保
す
る
た
め
、
町
で
は
﹁
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
で
ん
で
ん
号
﹂
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
は
役
場
へ
の
登
録
が
必
要
で
す

（
登
録
料
無
料
）。
登
録
の
際
、
役
場
に
来

る
こ
と
が
難
し
い
方
は
電
話
等
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
利
用
料
金　

３
０
０
円
／
回

○
運
行
日　

通
年
（
１
日
７
便
）

※
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始
は
運
休

○
運
行
時
間　

午
前
９
時
、
10
時
、
11
時
、

正
午
、
午
後
２
時
、
４
時
、
５
時

○
登
録
・
問
合
せ
先　

役
場
企
画
調
整
課

企
画
調
整
係

☎
35
―
７
０
１
３

個
人
情
報
保
護
と
情
報
公
開
の

実
施
状
況
の
お
知
ら
せ

◆
個
人
情
報
保
護
に
係
る
実
施
状
況

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で
に
お
け
る
、
本
町
の
個
人
情

報
保
護
に
係
る
実
施
状
況
お
よ
び
情
報
公

開
の
実
施
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

・
個
人
情
報
開
示
請
求
件
数　
　

０
件

・
個
人
情
報
訂
正
請
求
件
数　
　

０
件

・
個
人
情
報
是
正
申
出
件
数　
　

０
件

・
審
査
請
求
件
数　
　
　
　
　
　

０
件

◆
情
報
公
開
の
実
施
状
況

・
情
報
公
開
請
求
件
数　
　
　
　

３
件

・
情
報
公
開
件
数　
　
　
　
　
　

３
件

・
情
報
非
公
開
件
数　
　
　
　
　

０
件

　

（
う
ち
該
当
情
報
な
し

０
件
）

・
審
査
請
求
件
数　
　
　
　
　
　

０
件

○
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
35
―
７
０
０
９

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま
た
は

身
体
に
障
害
を
有
す
る
20
歳
未
満
の
方
を
、

監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、

も
し
く
は
父
母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い

る
方
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
当
を
受

け
る
た
め
に
は
、
障
害
認
定
診
断
書
等
を

添
え
て
、
役
場
健
康
福
祉
課
に
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
の
状
況
に
よ
り
該
当
し
な
い
場
合
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の
他
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知
ら
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や
、
所
得
に
よ
り
手
当
の
支
給
が
制
限

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
・
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
課

福
祉
係

☎
35
―
７
０
３
０

金
峰
少
年
自
然
の
家
企
画
事
業

参
加
者
募
集

◆
エ
ン
ジ
ョ
イ
金
峯
山
登
山

○
日　

時　

５
月
13
日
㈮　

午
前
９
時
45

分
～
午
後
３
時

○
内　

容　

自
然
の
家
職
員
や
講
師
が
同

行
し
て
の
金
峯
山
登
山

○
対　

象　

一
般
成
人

○
定　

員　

先
着
20
人

○
参
加
費

20
円
（
保
険
代
）

○
持
ち
物　

お
に
ぎ
り
等
の
昼
食
、
飲
み

物
、
雨
具
、
携
帯
食

○
申
込
み
期
間　

４
月
20
日
㈬
～
５
月
10

日
㈫

※
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
わ
ん
ぱ
く
自
然
塾
～
春
の
巻
～

○
期　

日　

５
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰

○
内　

容　

野
外
ゲ
ー
ム
、
登
山
な
ど

○
対　

象　

小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生

○
定　

員

20
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合

抽
選
）

○
参
加
費　

３
，
０
０
０
円

○
申
込
み
期
間　

４
月
17
日
㈰
～
28
日
㈭

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

山
形
県

金
峰
少
年
自
然
の
家
（
鶴
岡
市
高
坂
）  

☎
24
―
２
４
０
０

酒
田
市
無
料
法
律
相
談

　

三
川
町
民
も
相
談
で
き
ま
す
。
申
込
み

時
に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
日　

時　

５
月
13
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

○
内　

容　

法
律
に
関
す
る
相
談
（
本
人

の
こ
と
に
限
る
）

○
定　

員　

先
着
６
人

○
相
談
員　

尾
形
稔
弁
護
士

○
申
込
み
開
始
日　

４
月
25
日
㈪　

午
前

８
時
30
分
～

※
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

酒
田
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
２
６

庄
内
総
合
支
庁
連
携
事
業

サ
タ
デ
ー
探
検
隊
！
参
加
者
募
集

「
す
ご
い
ね
庄
内
」Cool Shonai

！

　

ふ
る
さ
と
の
宝
を
訪
ね
、
庄
内
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
考
え
る
講
座
（
全
３
回
）
で
す
。

○
日　

時

①
６
月
18
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
～
、
②
８
月
27
日
㈯　

午
後
１
時
～
、

③
10
月
１
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～

○
内
容
・
会
場　

①
最
上
川
を
探
検
し
よ

う
（
草
薙
・
さ
み
だ
れ
大
堰
）、
②
酒

田
港
を
探
検
し
よ
う
（
酒
田
税
関
支

署
・
酒
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
）、
③
森
を

探
検
し
よ
う
（
月
山
ダ
ム
）

※
い
ず
れ
か
１
回
の
み
の
参
加
も
可

○
対　

象　

小
学
４
年
生
～
中
学
２
年
生

と
保
護
者
（
１
人
）

○
定　

員　

先
着
40
人

○
参
加
費　

１
人
１
回
５
０
０
円

○
申
込
み
期
間　

４
月
18
日
㈪
～
５
月
13

日
㈮

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
施
設

里
仁
館

☎
０
２
３
４
―
61
―
４
３
６
１

わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
参
加
者
募
集

○
日　

時　

①
６
月
25
日
㈯
、
②
７
月
９

日
㈯
、
③
８
月
20
日
㈯
、
④
10
月
15
日

㈯
（
時
間
：︻
共
通
︼
午
前
10
時
～
）

○
内
容
・
会
場　

①
科
学
で
遊
ぼ
う
（
里

仁
館
）、
②
海
の
生
き
物
と
遊
ぼ
う

（
加
茂
水
産
高
校
・
加
茂
レ
イ
ン
ボ
ー

ビ
ー
チ
）、
③
川
の
生
き
物
発
見
（
水

辺
の
楽
校
）、
④
森
で
遊
ぼ
う
（
眺
海

の
森
）

○
対　

象　

小
学
１
年
生
～
３
年
生
と
保

護
者
（
１
人
）

○
定　

員　

先
着
20
組

○
参
加
費　

１
組
２
，
０
０
０
円

○
申
込
み
期
間　

４
月
18
日
㈪
～
５
月
13

日
㈮

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
施
設

里
仁
館

☎
０
２
３
４
―
61
―
４
３
６
１

（
公
社
）全
日
本
不
動
産
協
会

山
形
県
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
空
き
家
相
談
窓
口

　

空
き
家
に
関
す
る
ご
相
談
、
ご
依
頼
等
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
近
く

の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

○
受
付
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
平
日
の
み
）

○
問
合
せ
先　
（
公
社
）
全
日
本
不
動
産

協
会
山
形
県
本
部

☎
０
２
３
―
６
６
５
―
０
１
０
０

◆
不
動
産
業
開
業
相
談
窓
口

　

開
業
の
要
件
や
手
続
き
、
費
用
等
の
ご

質
問
に
何
で
も
お
答
え
し
ま
す
。

○
受
付
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
平
日
の
み
）

○
問
合
せ
先　
（
公
社
）
全
日
本
不
動
産

協
会
山
形
県
本
部

☎
０
２
３
―
６
４
２
―
６
６
５
８

※
催
し
物
等
に
参
加
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク
着

用
や
手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
症
対
策
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
感
染
状
況
に
よ

り
中
止
・
延
期
な
ど
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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Information
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マイナンバーカードの交付申請手続きのご案内

○窓口ナイトサービスをご利用ください
　毎月第2・第4金曜日は、町民課窓口の業務を午
後7時まで延長しています。マイナンバーカード
の手続きは、1人あたり15分程度かかりますので、
お早めにお越しください。

○手続き・問合せ先　役場町民課 住民係　☎35－7025

電子証明書の有効期限をご確認ください
　電子証明書の有効期限が近
づくと、お手元に通知書が届
きますので、内容をご確認の
上、役場町民課で更新の手続
きをお願いします。

○マイナンバーカードの交付申請方法　※申請方法によってカードの受取り方が異なります。
①役場で申請

②自分で申請

電話で予約 町民課住民係で申請書記入・写真撮影 自宅でカード受取り
役場で申請す
る場合は、必ず
予約をお願い
します。

本人限定郵便で郵
送されます。配達員
に本人確認書類を
提示してください。

顔認証や
暗証番号
の設定を
行います。

このとき、通知
カード、免許証
等の本人確認書
類が必要です。

スマホ・パソコン・郵送で申請 自宅に交付通知書（はがき）が届く 役場でカード受取り

約1カ月後約1カ月後

交付通知書には、受取り時
に必要なものを記載してい
ます。記載内容を確認の
上、役場にお越しください。

時間に余裕を持ってお越しください。約1カ月後約1カ月後

新
規
採
用
職
員

　
　
指
導
主
事
紹
介

髙
たかはし

橋　　歩
あゆみ

（上町）
教育委員会教育課

社会教育係

佐
さ さ き

々木 凌
りょう

央
（酒田市）

町民課
税務係

池
いけだ

田 実
み き

輝
（酒田市）

健康福祉課 健康係 
保健師

佐
さとう

藤 真
ま な

名
（酒田市）
健康福祉課

子ども支援係

笹
ささはら

原　　大
だい

（上町）
教育委員会教育課 学校教育係長
（教育指導担当）〈兼〉指導主事



1₆

TEL 0235-68-1600  https://www.aeon.jp/sc/mikawa/

空間工房
場所：1階専門店北入口入ってすぐ右

1F

『いい家建てたね！』
と言ってもらえる
お手伝いを致します

ぜひ、
お立ち寄り
ください！！

空間工房 4月16日オープン！

OPEN!

NEW SHOP

カーサービス山形
場所：1階専門店北入口入ってすぐ左

1F

月々定額リース
専門店がいよいよ
オープン！

カーサービス山形 4月16日オープン！

車のリースってどんなもの？という
あなたの疑問をすっきり解消！お買
い物ついででも、じっくり真剣にで
もOK。お気軽にご来店ください♪

OPEN!

NEW SHOP

is Life

広��

告 広告募集中
　申込方法や掲載料に
ついてなど、詳しくは
ホームページをご覧い
ただくか、
お問合せ
ください。
○問合せ先
　役場企画調整課
　企画調整係
☎35－7013

お知らせ
Information

2020 May 5催
し
物

お
知
ら
せ

22

○
定

　員

90
人

○
申
込
み
期
間
　
５
月
14
日
㈭
〜
21
日
㈭

※
受
講
申
込
書
は
、
消
防
本
部
、
消
防
署

お
よ
び
消
防
分
署
に
あ
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　（
一
社
）
山
形
県
消
防
設
備
協
会

　
　
　☎
０
２
３
―
６
２
９
―
８
４
７
７

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
５
月
中
旬
に
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
と
固
定
資
産
課
税
明
細
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
期
限
内
で
の
納
付
を
お
願
い
し

第
４
次
三
川
町
総
合
計
画（
案
）へ
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
第
４
次
三
川
町
総
合
計
画
（
案
）
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
５
月
７
日
㈭
ま
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先
　
役
場
企
画
調
整
課
企
画

調
整
係
　
　
　
　
　
☎
35
―
７
０
１
３

大
人
の
た
め
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
童
謡
が
彩
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
」

○
日

　時
　
５
月
27
日
㈬
、
29
日
㈮

〈広告の規格〉

1種広告

〈広告の規格〉

3種広告

〈広告の規格〉

2種広告

新型コロナウイルス感染症に関する相談先
「症状がない」場合発熱や咳などの「症状がある」場合
・感染していないか心配
・予防方法を聞きたい　等

●一般相談コールセンター
☎0120-56-7383

（フリーダイヤル）
【受付時間 8:30～18:00、土日祝日含む】

●山形県受診相談センター
☎0120-88-0006

（フリーダイヤル）
【毎日24時間対応、土日祝日含む】

かかりつけ医療機関が

●かかりつけ医療機関
☎診察券等で確認

ある ない

【受付時間 診療時間内】
※診療時間外は山形県受診相談

センターにご相談ください。

測量・土木設計技術者募集
【仕事内容】土木施設等の計画設計、測量業務
【歓迎要件】測量士（補）､ RCCMの資格を有する方
【雇用人数】測量・設計の実務経験者　１名
【勤務時間】8:30～17:00 【雇用形態】正社員
【基 本 給】230,000円～ 【必要学歴】不問
【賞与報酬】賞与有り 【自動車通勤】可能
【休日曜日】土､ 日､ 祭日 【雇用期間】無期
【通勤手当】有り 【必要資格】普通自動車免許

図面作成CADオペレーター募集
【仕事内容】測量CADによる図面作成業務
【歓迎要件】未経験者歓迎
【雇用人数】１名
【勤務時間】8:30～17:00 【雇用形態】正社員
【基 本 給】180,000円～ 【必要学歴】不問
【賞与報酬】賞与有り 【自動車通勤】可能
【休日曜日】土､ 日､ 祭日 【雇用期間】無期
【通勤手当】有り 【必要資格】普通自動車免許

☆～☆～☆～☆～ お問い合わせ ～☆～☆～☆～☆
〒997︲1321 三川町大字押切新田字対馬105-17

有限会社 月山測量設計  TEL 0235-66-5333
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△ 人口の動き 

△

（令和4年3月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,282人（減27人）　男3,572人（減11人）　女3,710人（減16人）
　増減の内訳　・転入33人・転出▲54人・出生5人・死亡▲11人
■世帯数／2,478戸（減1戸）

　「あの頃のみかわ」は、過去の広報を振り返り、当時の三
川を紹介するコーナーです。今回は、今から25年前の平成9
年4月に発行された広報です。
　この広報紙では、庄内空港と函館空港を結ぶ新規航空路線
就航の話題を取り上げています。庄内-函館便は、平成9年5
月1日に就航し、名古屋鉄道とANAの合弁会社「中日本エ
アラインサービス」が1日1往復、夏期間のみの季節運航を
行っていました。翌年10月には運行を終了しましたが、延
べ8，110人がこの路線を利用しました。
　当時の庄内空港は、函館のほか東京、大阪、札幌の4都市
の空港を結ぶ定期便が運航しており、庄内地域のインフラの
発展により、多くの地域と交流があった様子をうかがうこと
ができます。

【平成₉年₄月₁日現在の総人口：₈,₁₁₉人】

あの頃のみかわ
今から25年前のみかわ 【平成9年（1997年）4月】

謹んでご冥福をお祈り申しあげます

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和₄年₃月届出 （敬称略）

佐々木　豊（₄₇歳） 横 山 下

庄司ミワ子（₈₆歳） 土　　口

澁谷　加一（₈₉歳） 加　　沼

五十嵐喜一（₆₇歳） 押切中町

石栗　俊子（₈₈歳） 横　　川

飯井　よし（₉₈歳） 小　　尺

休日夜間診療のお知らせ
場所：鶴岡市総合保健福祉センター 「にこ♥ふる」内（鶴岡市泉町⓹-叅₀）鶴岡市

◆休日夜間診療所◆
☎23－5678

開　所　日 診　療　科 受付・診療時間
月・土曜日

※ 12 月～ 3 月は火～金曜日も開所します。 内科、小児科、外科 19：00～21：30

日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日） 内科、小児科、外科

9：00～12：00
18：00～21：00

※12月～3月は午後⎝13：30
　～17：00⎠も診察します。

◆休日歯科診療所◆
☎23－0372

開　所　日 診　療　科 受付・診療時間
日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日） 歯科 9：00～12：00

13：00～15：00
※酒田地区については、町のホームページでご確認ください。

 受診前に必ずお電話ください。感染症対策のため、
症状を確認の上、受診のご案内をしています。

ふるさと応援寄附金
ありがとうございました

3月分　1.103人

　お名前と住所地は町ホーム
ページで公開していますので、
ご覧ください。
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令
和

4
年

4
月

15
日

発
行

（
毎

月
1

回
）

通
巻

782
号

三
川

町
役

場
企

画
調

整
課

Public relations of m
ikaw

a tow
n

③
長
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
し
て
Ａ
の
調

味
料
と
合
わ
せ
て
お
く
。

④
レ
モ
ン
は
４
等
分
の
く
し
型
に
切
る
。

⑤
食
べ
る
直
前
に
①
と
②
を
③
の
タ
レ
で

和
え
、
器
に
盛
る
。

⑥
レ
モ
ン
を
適
量
絞
っ
て
⑤
に
ふ
り
か
け

る
。

　
﹁
食
の
み
か
わ　

お
し
な
が
き
﹂
は
、

食
生
活
改
善
推
進
員
（
通
称
：
食
改
さ

ん
）
に
よ
る
料
理
の
レ
シ
ピ
紹
介
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
。

今
月
の
お
す
す
め
一
品
目

菜
の
花
と
パ
プ
リ
カ
の
和
え
物

１
人
分
栄
養
量

・
エ
ネ
ル
ギ
ー　

 …
…
…
32
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

・
食
塩
相
当
量　

 …
…
…
…
０
．
4
ｇ

材
料
︵
４
人
分
︶

・
菜
の
花　
　
　

 …
…
…
…
２
０
０
ｇ

・
赤
パ
プ
リ
カ　

 …
…
…
…
…
…
40
ｇ

・
長
ね
ぎ　
　
　

 …
…
…
…
…
…
20
ｇ

・
レ
モ
ン　
　
　

 …
…
…
…
２
分
１
個

・
Ａ
（
醤
油
小
さ
じ
２
、
だ
し
汁
小
さ
じ

４
、
ご
ま
油
小
さ
じ
１
）

作
り
方

①
赤
パ
プ
リ
カ
は
、
へ
た
と
種
を
取
っ
て

細
切
り
に
し
、
さ
っ
と
茹
で
て
器
に
取

る
。

②
菜
の
花
は
洗
っ
て
か
ら
熱
湯
で
１
分
半

～
２
分
程
度
茹
で
る
。
茹
で
た
ら
水
に

取
っ
て
よ
く
絞
り
、
４
㎝ 
の
長
さ
に
切

る
。

食
の
み
か
わ

お
し
な
が
きNo.28

　
　
〜
食
改
さ
ん
の
料
理
紹
介
　
〜

　

地
域
に
生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
づ
く

り
の
輪
を
広
げ
る
食
生
活
改
善
推
進
員
の

養
成
講
座
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。
健

康
的
な
食
生
活
に
つ
い
て
学
び
、
学
ん
だ

こ
と
を
地
域
の
方
々
へ
伝
え
た
い
と
い
う

方
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
期　

間　

６
月
22
日
㈬
～
12
月
16
日
㈮

（
月
１
回
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

○
内　

容　

健
康
講
話
、
調
理
実
習
、
カ

ロ
リ
ー
計
算
等

○
会　

場　

三
川
町
公
民
館
ほ
か

○
対　

象　

町
内
在
住
で
修
了
後
、
三
川

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に
入
会
し

て
い
た
だ
け
る
方
（
男
性
も
可
）

○
受
講
料　

２
，
２
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
、
成
分
表
代
）

○
申
込
み
締
切
り　

５
月
20
日
㈮
ま
で

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉

課
健
康
係

☎
35
―
７
０
３
３

▲食中毒予防講話
栄養や調理以外にも、ごみの分別や運動につ
いてなど広く学習します。

▲秋まつりで啓発活動　　　　　　　　　　　▲サロンで健康講話
養成コース修了後は、地域で食改さんとしてボランティア活動を行います。

一緒に食改さんとして活動しませんか？
多くの方の受講お待ちしています！

菜の花は町内産「キラ
リボシ」を使用しまし
た。キラリボシは、町
内の産直施設などで購
入できます。

ポイント

1₈

令
和
４
年
度
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
コ
ー
ス（
第
41
期
）受
講
者
募
集


